
　　　　　　　　　　

2019年度　日本-インドネシア国際友好展　出展規約

【公募対象】一般部門・大学生部門・高校生部門　【公募審査】無料　【賞歴】日本-インドネシア国際展大賞　

【応募規格】　　　デッサン・絵画・イラスト・写真・版画・CGなどの平面作品。
　　　　　　彫塑・木彫・彫金・陶芸などの立体作品。および、映像アニメーションなどの自主制作作品。
　　　　　　いずれも第３者の著作権を侵害しないオリジナルユニークピースであることが条件。

　　　　　　① 平面作品（デッサン、絵画、油彩、水彩、日本画、アクリル画など）　　　　　　　　サイズは、594ｍｍｘ841ｍｍ以内。
 　　　　　　② デザイン、イラスト、CG、写真などA２サイズ以上、上限はA1サイズ以内。
 　　　　　　③ 立体作品　H ２0cm×W ２0cm×D ２0cm以内　5kg以内。
　　　　　　④ 映像（PCからの出力可能なメディア、音響については、鑑賞日以外、現地での展示制限あり。）

　　　　　　　　　作品データーの提出と履歴を添付し、メールでの送付をお願いしています。

【作品搬入について】 　2019年7月14(日)、15日（月）10時から16時まで

　　　　　　　※当日、持参できない方は、7月7日（日）までに、事前に連絡いただき、担当者までご送付ください。

【展覧会に関する問い合わせ】

　　　　　日本-インドネシア国際友好展　 事務局（ギャラリー明日夢内）　水田　泉（みずた　いずみ）

　　　　　　　　　日本-インドネシア国際友好展  問い合わせ 事務局（ギャラリー明日夢 内）　

　　　　　　　　〒156-0052　東京都世田谷区経堂1-38-10-104

　　　　　　　　〒156-0052　東京都世田谷区経堂1-38-10-104

　　　　　　　　　　

【会期】2019年8月27日（火）～8月30日（金）11時～17時（最終日は、４時30分まで）
【会場】インドネシア国内のギャラリースペース（本年度は、マラナタキリスト教大学内　ギャラリーを予定）

　　　　　　
【作品募集期間】　　２０１9 年4月14日（日）～6月16日（日）午後6時まで

【募集テーマ】　《ネオ・アジア-ネオ・ジャポン》をテーマに、日本の美術をイメージさせる現代アート作品

第15 回　日本-インドネシア国際友好公募展       主催  日本―インドネシア国際友好展実行委員会  協賛 ACCA,Gallery Asumu Art Space,Committe of Shinrabanshou
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【賞歴】　日本-インドネシア国際展大賞（グランプリ） 1点　

時間厳守

EMAIL: galleryasumu@hotmail.com

ー15th JAPAN-INDONESIA INTERNATINAL FRIENDSHIP EXHIBITION 2018ー 

【展覧会趣旨】　アジア美術文化協会(AACA)は、日本とインドネシアの２国間で開始された美術文化交流の実績をもとに、アジア
　　　　　　　における美術文化交流を実施するボランティア活動、若手アーティストの発掘と育成、文化理解と美術交流を通
　　　　　　　じて、国際社会で活躍できる若手の育成を目指してまいりました。本協会は、インドネシアの大学と美術交流事業
　　　　　　　を目的とし美術協定を締結を実施し、本プロジェクトも本年度で15回目を数えます。
　　　　　　　【日本-インドネシア国際友好展】は、日本とインドネシアにおいて美術をめざす若者の才能を育成し、両国の美術
　　　　　　　文化について理解を深めていくことが第一の目的です。展覧会を通じた美術活動、およびワークショップを介した
　　　　　　　美術教育活動を通じて、両国の美術文化の発展に寄与していく所存です。
　　　　　　　数ある美術団体のなかで本プロジェクトは、アジアの作家や学生たちとの共催を主軸とした日本でも希少な国際
　　　　　　　団体です。今後はアジア諸国との芸術活動へと邁進し、アジアで芸術を目指す若者が将来、アジアの未来に向け
　　　　　　　て連帯を深めていくことを心より願っています。本展覧会の開催の伴い、現在までご協力をいただきてきた日本の
　　　　　　　美術関係者の皆様、そして、本展の趣旨にご賛同いただき、参加いただいた皆様、引き続きご支援のほど、心より
　　　　　　　お願い申しあげます。

（公募作品の中から1点 インドネシアへの作品出展が無料で寄与されます。受賞作品は、WEBサイトにて掲示します。）　

　作品データをご送付いただいた中から、審査をクリアした方は、1週間以内にご本人へメールで通知します。
　審査を通過した作品は、日本からインドネシアへ作品を送付し、作品の額装は、現地で行います。
　※現地での額装代、作品の送付費用は、実費負担となります。また、実費を納めていただいた方には、
　出展カタログと展覧会の出展証明書を必ずお渡します。また、インドネシアで開催される展覧会に参加ご希
　望の方は、担当者と事前に打ち合わせをしてください。空港から会場への送迎、展覧会、美術文化体験、ワー
　クシップなど美術文化体験のプログラムに無料で参加出来ます。

【森羅万象実行委員会のメンバーで2019年度の日本-インドネシア国際友好展に参加希望の方】　　
本年度のインドネシアで開催する展覧会に参加ご希望の方は、早めにお知らせください。実行委員会の皆様の作品データー提出は、7月13日（土）までとなります。


